冬の兵士　上映会＆証言集会　アンケート集計
1） 集会を知った方法

チラシ　11　　　メール4　　人から7　　マスコミ６　　その他1

2） 冬の兵士の感想

· そもそも「正義」の名のもとに他国へ乗り込んでいくということの傲慢さに気づかなければならないと思った。米軍に志願して入隊した若者たちはみんなまじめで正義感が強いのだと思った。彼らは自分が「愛国者」であることを繰り返していたけれど、アメリカという国は自国を愛し、正しいと信じ込ませることで相当成功しているのだなと感じた。それについて全く違う歴史を持った国なので一概に批判はできないけれど、「正しい戦争」などはないと思うし、「愛国心」というものはやはり戦争の正当化に動員され、利用されると思う。
· 初めて見ましたが、出演された方々の真の声を聞くことができたのではないかと思います。

· 多少見聞きして知ってはいましたが、アメリカでこれだけ反戦運動がおこっていることを大変うれしく思いました。日本・米国の反戦運動がもっと増えて国の方針を変えていってほしいとつくづく思いました。

· 高遠さんの話か、堤みかさんの本かでイラクの現実は薄々は知っていましたが、まさか渦中の方の証言からより真実の姿を再認識しました。このような事実はほとんど報道されません。これから報道されるよう、改革を求めたいです。

· チャンスが再び訪れるなら、知人友人に見てもらいたい内容でした。私が口で説明するよりも、証言者の本を進めたいと考えています。メッセージだけでなく、目の力を感じることが、訴求力の源であり、まっすぐに伝わってきたと印象を受けました。

· 今まで知らなかった兵士の心情や実態などを知り、とても驚きました。交戦規則の変化は、戦争という場で起こるとても恐ろしいものであり、また人間性の喪失にとても恐怖を感じました。その中で、自分たちが行ったことを正直に話し、伝える冬の兵士の皆さんの強さにとても感動しました。

· 当たり前だけど、ショックが大きかった。今まで軍人から意見を聞いたことがなかったのでとても参考になりました。また、日本人との価値観と異なる点が多々あり、大変興味深かったです。

· 日本国内でほとんど見ていない現実の姿に少しだけ触れる機会を作っていただいて感謝します。テレビなどで、なかなか報道することがない映像ばかりで勉強になりました。
· 「テロリストは市民を攻撃するもの。でも、アメリカは多くの市民を虐殺した。戦争とテロとの違いが自分にはわからない」という言葉が印象的でした。でも、アメリカはこれからも反省せず、虐殺・侵略をする気がします。これらの人がいくら頑張ってもアメリカに侵略は悪という考えが行き届かない限りは難しいと思いました。彼らは兵士としてではなく、ボランティアとしてイラク・アフガニスタンに行くという考えがあるのではないでしょうか。

· イラクで起こっている実情を初めて知りました。アメリカが具体的にやっている卑劣なやり方をいろいろ知りました。イラクの市民の人たち、一人でも多くの人々に生き延びてもらいたいと思います。オバマ政権・民主党の問題点も知りました。私は今まで戦争のことは触れないようにしてきたし、政治のこともほとんど知りませんでしたが、関係する人の生の声を聞いて、今の世界の問題を感じることができました。だから、頑張って伝えてください。知らない人に教えてください。

· 少数者の告白・告発ではありますが、とても勇気のある行動を記録したものだと感銘を受けました。

· 戦争は戦争をうみだすしかないと思ったので、本当にするべきではないと思いました。憎しみが心に出てこない、怒りと自分の心と体を壊してしまうので、戦士になるべきでないと、そういう組織を作り上げてしまうので戦争は本当によくない。兵士も殺された家族も苦しむだけ、それ以外何もない。自分を大切にしない生き方です。自殺行為に思えてならないです。兵士は一生苦しむし、戦場（現地）の方々も苦しみ続けるといいことはないです。
· 集会が行われたころアメリカにいましたが、集会のことは知りませんでした。

· 「戦争悪」以外何も得るものはない。戦争商人を世界からなくし、平和産業に生まれ変わらせることを希望。
· 愛国とは国家権力の武器だと思った。

· あまりにも重く、私にも子供がいるので戦場に子供を送りたくないと強く思いました。これ以上悲しみが増えることは嫌です。子供の頃からアメリカで生活することが一つの夢でした。アメリカの音楽もアメリカ人も好きな人がいますが、アメリカ人に（から？）この話を聞くことができてよかったです。

· 戦争の実相を生々しく聞くことができたが、大変深刻な内容であり、人間が怖く悲しい存在だと感じた。

· イラク現地の様子を写した映像が少々画一的と感じられた。

· 人の根本のところを問い詰めています冬の兵士として立ち上がった人たちは「21世紀のキリスト」です。このことこそ、今の世界に求められている真実であり、行為だと思います。私は世の流れに漂いながら生きている浮草のようなものですが、自分が、人によって立つ基盤を見失ってはいけないと頬を張られた様な気持ちです。本当の勇気、良心とはこのことを言うのだと思います。
· 戦場で人間性を保とうと努力をした兵士に敬意を表したい。一般市民のレベルでは、無益どころか人生を破壊されてしまう状況を作り出す戦争がなぜ繰り返されるのか、映画の中で言われた石油利権や軍隊の在り方以前に、今の社会の在り方、人間の生き方そのものを考える必要があるような気がした。

· 殺される側も殺す人もともに悲劇。後ろで利益を上げているものがいるかと思うとへどが出る。第2次世界大戦のあの苦しみがなぜ生かされないのか、日本は憲法9条を絶対になくしてはならない。

· 前列の人の姿に遮られ、字幕が判読できす、ちょっとイライラ。しかし、本国で証言される若者たちの勇気に未来への力を感じました。

· 兵士たちの良心の告発は、イラクやアフガニスタンの戦闘よりも勇気のいることだと思う。日本国憲法9条のＴシャツを着ているシーンがあって、9条の精神を共有できることが実感できた。

· 「冬の兵士」には生の声から伝わるものがありました。一人でも多くの人に見ていただきたいと思います。

証言集会についての感想

· こういった証言を行うこと自体、非常にエネルギーのいることだと思います。同時に、とても意味のあることだと思います。一般の人々が普段どれだけメディアなどの情報操作を信じ込んでいるのか、政府の虚言について気づいた人が声を上げていくしかないと思います。人間は楽なほうへ流れていくのだとつくづく思います。見たくない現実から目をそらすことはとても楽です。自分の身に降りかかってから後悔するのではなく、その前に現実を受け止めないといけないと思います。証言中にいっておられましたが、この集会に集まった人たちが、またそれぞれのことを伝えなければいけないと思いました。

· 質問の時間についてですが「生の戦場体験を聞く機会」を期待していました。しかし、極めて基礎的な事項や、後でご自分で調べればいいような質問がいくつかありました。質問を受ける前に、体験者やＩＶＡＷのメンバーに対してふさわしい質問をしていただくよう、参加者にお願いしていただきたいと思います。
· 戦争はいつも嘘で始まる。それを見抜く目を持つために「冬の兵士」の証言は今後必ず役立つと思う。

· 勇気をもって国内・国外で体験を通して真実・反戦平和への信念を語ってくださることに感銘します。今日の証言を無にすることなく周囲に話し、戦争を終わらせる行動の一端をしなければなりません。やはり、オバマに過剰に期待すること無く、冷静に見ていかなければいけないことを再認識しました。

· 最も厳しい状況に置かれながら、鋭い洞察を持たれた証言者のお二人に敬意を表します。

· 質疑のパートではファシリティターが居ても良かったのでは。

· 何のための占領・戦争なのか、理解する助けになりました。また、日本政府の今後も注意深く見守らなければと痛感しました。

· 近年、久しぶりに感動しました。

· なぜ、軍に若い人たちが入隊するのか、戦地に赴くことを拒否することはできるのか？戦争をするために入隊するわけではないと思うけれど、政府に騙されているのだろうか？医療・大学の入学金、いろいろな補助についてよい待遇を示されて入隊するという話も聞きましたが本当ですか？

· とても勉強になりました。

· 中学・高校で鑑賞させ、戦争は非人間がやることを学ばせる。日本は正しい歴史を学ばせないことが一番ダメ。ゲームにて体験させることは国の政策なのかとも思ったりする。

· 映画ではないいろいろなことが聞けてよかった。胸の奥に秘めていただろうことを証言してくれたのは感謝。

· 兵士＝殺人と同じだと思う。

· 非常に突っ込んだ議論をされている。時間が不足

· 昨年、高遠さんの講演で初めてイラクで起こっている残虐さを知りました。今また本人がいらっしゃって質疑が聞けてうれしいです。イラク戦争に参加した兵士の方々の生の感想を聞けたように思いました。すごい力を感じました。アメリカの愛国心という姿も始めて見ました。日本にはない真剣さを見ました。

· とても真剣に答えていただき、参考になりました。

· もやもやと自分の中にくすぶっていた不満が正しいものだと実感できてよかった。どんなに正当化しようと戦争は悪い結果ばかりを引き起こし、争いがどんどん悪化していくことがわかった。

· 兵士の心理がわかり、とてもよかった。

· 直接帰還兵の方々からお話を聞ける貴重な機会でした。わかりやすく話していただいて、また質問もしやすい雰囲気でとてもよかったです。帰還兵、お二人の方から笑顔なども見られて安心しました。

· イラクでの生の体験を聞くのは貴重で大変勉強になりました。

· 映像ではなく、肉声で伝えることの力強さ、メッセージ性の強さが説得力につながった。今のこの時間、この悲惨さがここにも迫ってきた。証言をしてもらう機会は必要なこと。手ごたえを増し伝わってくる。こうした集会はとても重要で必要なことと思う。
· 多くの方が、真剣にまた継続してこのような集会に集われ、戦争とか平和とか真実を見ようとすることに努力しておられることに感心しました。

· 遠く日本まで来て語り続けてくださることに感謝します。この行動が大きく実を結ぶことを祈っています。

· この方々の想いを生で聴くことができるのは貴重でした。

その他

· ありがとうございました。
· ちょっと重い内容で疲れました。しかし、こういう機会は多くないので企画は良かったです。もう少し短い時間だと助かります。通訳の方、本当にごくろうさまでした。飲み物があると良かった。

· 映像の中で、冬の兵士の行動に反対する人たちの中に女性がいます。口汚くののしる姿にびっくりしました。不勉強で日本女性の中にこのような行動をする女性が居るのか知りませんが、アメリカでは女性の中でこのような思想の人がどれくらいいるのでしょうか。

· 運営する人たちはなぜもっとこの集会について、？や対応、運営、アナウンス、集まった方々に対する感謝の思いが伝わらないでしょうか。振り返りご一考ください。
· 有意義でした。

· 日本と違う考え方、また軍人特有の考え方などわかってよかった。

· 集会にこられている方々の年齢層が少し高いように感じました。高校生・大学生などこれからの時代を創っていく世代の若い人たちにもっと聞かせてほしいと感じました。

· 質問が多すぎるので、紙で質問をして答えるほうが良いのでは。また、質問は一つに限定すると多くの方が聞けると思いました。こたえきれない質問はネットで答えてもらうのもいいですね。

· 人ごとだったイラクのことがわかってよかったです。今日のことを頭に止めてこれから何かできることがあったら何かしていきたいと思います。

· 女性兵士の証言集会も聞けたらと思います。

· 映画は導入としてはいい内容だったと思いますが、1時間は長いと感じました。後半に回しても良かったと思う。生の証言を早く聞きたいと思った。

· 映画「リラクテッド」「タクシ－・トウ・ザダークサイド」で見たのが重なって話を聞いた。イスラエル退役兵士の中にも「良心の告発」（だったと思う）というＮＧＯが作られている。つながることが反戦から平和に近づいていく。
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